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広報

　福岡県市長会の要請により八女市では、「熊本
地震」の人的支援のため 4 月 22 日㈮から 28 日
㈭にかけて、市職員 6 人を 3 班（2 人体制）に
編成し派遣。熊本県益城町において避難所支援
業務にあたりました。21日㈭、派遣される職員
の激励式で三田村市長は、「平成 24 年の九州北
部豪雨災害で八女市は全国から多くの支援をい
ただきました。今度は八女市が全力で被災地を
支援していかねばなりません。大変な業務にな
ると思いますが、被災された方々のために全力で
頑張っていただきたい」と激励しました。八女市
では、被災地の状況を見ながらこれからも様々
な支援を行っていきます。

　八女市では熊本地震への支援物資を受け付
けており、現在各方面から多くの物資が集まっ
ています。4 月 22 日㈮、八女市社会福祉協議
会と災害協力協定を締結している一般社団法人
八女青年会議所の皆さんが物資の搬送を担当
し、アルファー米、生理用品、飲料水、おむつ、
保存食など、トラック 5 台分の支援物資を熊本
市北区の避難所へ運びました。 社会福祉会館
前で行われた出発式で、橋爪隆幸副市長は「八
女青年会議所の皆さんのご協力に心から感謝し
ます。被災された方々のため、今後も市民の皆
さんと一体となって被災地支援に全力で取り組
んでまいります」とあいさつしました。 

八女青年会議所と協力して災害支援
物資を熊本市に災害支援に職員を派遣

今
こ
そ
恩
返
し
の
と
き

市
民
み
ん
な
で
熊
本
を
応
援
し
よ
う
！

©2010熊本県くまモン#熊本支援

　
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本

県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す

る
最
大
震
度
７
の
地
震
に
よ
り
、

熊
本
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が

出
て
い
ま
す
。
八
女
市
で
は
次

の
と
お
り
義
援
金
を
募
っ
て
い
ま

す
。
各
施
設
の
窓
口
に
募
金
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦
設
置
か
所
＝
市
庁
舎
、各
支
所
、

市
の
施
設
の
窓
口

◦
募
金
期
間
＝
５
月
31
日
㈫
ま
で

◦
募
金
送
金
先
＝
八
女
市
と
し

て
、
熊
本
県
へ
送
金
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課 

消
防
防
災
係

（
☎
２
３・１
７
３
１
）

熊本地震への募金にご協力お願いします
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
に
加
盟
す
る
八
女

市
星
野
村
。
同
連
合
に
加
盟
す
る

全
国
の
自
治
体
か
ら
、
加
盟
自
治

体
で
あ
る
熊
本
県
南
小
国
町
と

高
森
町
へ
の
支
援
物
資
が
星
野
支

所
に
集
ま
り
ま
し
た
。
星
野
支
所

か
ら
４
月
22
日
㈮
・
23
日
㈯
・
24

日
㈰
・
25
日
㈪
熊
本
県
南
小
国

町
と
高
森
町
へ
向
け
て
ト
ラ
ッ
ク

が
出
発
し
ま
し
た
。
同
連
合
は
小

さ
く
て
も
素
晴
ら
し
い
日
本
の
農

山
漁
村
の
景
観
や
文
化
を
守
ろ

う
と
２
０
０
５
年
に
発
足
。
現
在

は
全
国
で
60
自
治
体
が
加
盟
し
て

い
ま
す
。 

美
し
い
村
連
合
星
野

地
区
協
議
会
会
長
の 

髙
木
良
之

さ
ん
は
、「
星
野
村
が
被
災
し
た

と
き
に
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
お

返
し
を
す
る
と
き
。
交
通
安
全
に

気
を
付
け
、
し
っ
か
り
と
お
届
け

し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

４
日
間
で
届
け
た
物
資
は
２
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
17
台
分
で
し
た
。

熊
本
地
震
に
対
す
る

八
女
市
の
支
援
取
り
組
み
に
つ
い
て

■ 

市
営
住
宅
へ
の
一
時
入
居

▽
市
営
住
宅
９
戸
（
酒
井
田
団
地
１

戸
、
前
畑
団
地
１
戸
、
黒
木
吉
書
場

団
地
７
戸
）

▽
蒲
原
住
宅
（
４
・
５
階
）
16
戸

◦
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課 

住
宅

係 （
☎
０
９
４
３
・
２
３
・
２
５
７
７
）

■ 

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
住
宅
へ
の
一

時
入
居　
※
申
し
込
み
済
み

■ 

げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
の
利
用

　

6
月
ま
で
の
短
期
間
受
け
入
れ
が

可
能
で
す
。
た
だ
し
、
食
事
提
供
は

で
き
ま
せ
ん
。

▽
和
室
２
室
（
１
室
6
人
程
度
）

▽
洋
室
２
室
（
1
室
8
人
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
げ
ん
き
館
お
お
ぶ

ち
（
☎
０
９
４
３
・
２
４
・
８
２
１
７
）

※
水
曜
日
休
館

　

次
の
施
設
で
は
、
お
風
呂
の
無
料

開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
入
浴
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
黒
木
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ

の
里
」（
黒
木
町
桑
原
２
０
６
）

（
☎
０
９
４
３
・
４
２
・
２
１
３
１
）

▽
立
花
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
か

が
や
き
」（
立
花
町
谷
川
１
１
５
６
）

（
☎
０
９
４
３
・
３
７
・
０
０
３
６
）

▽
星
野
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
そ

よ
か
ぜ
」（
星
野
村
１
０
７
７
５
ー
14 

（
☎
０
９
４
３
・
５
２
・
３
１
６
５
）

▽
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
上
陽
町
北

川
内
１
２
３
―
１ 

）

（
☎
０
９
４
３
・
５
４
・
３
６
２
９
）

▽
べ
ん
が
ら
村
（
宮
野
１
０
０
） 

（
☎
０
９
４
３
・
２
４
・
３
３
３
９
）

▽
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
（
黒
木
町
木

屋
１
０
９
０
５
）

（
☎
０
９
４
３
・
４
２
・
２
４
０
０
）

▽
池
の
山
荘
き
ら
ら
（
星
野
村
１
０

７
８
０
ー
58
）

（
☎
０
９
４
３
・
５
２
・
２
０
８
２
）

　

住
居
異
動
証
明
書
、
在
籍
証
明
書

等
が
交
付
で
き
な
い
場
合
で
も
、
面

談
等
に
よ
り
受
け
入
れ
を
可
能
と
し

ま
す
。

■ 

教
科
書
の
無
償
配
布

　

在
学
校
か
ら
教
科
書
給
与
証
明
書

等
の
交
付
が
で
き
な
い
場
合
で
も
八

女
市
内
小
中
学
校
へ
の
転
学
扱
い
と

し
、
無
償
配
布
対
象
者
と
し
ま
す
。

■ 

児
童
生
徒
へ
の
精
神
的
配
慮

　

災
害
に
よ
る
児
童
生
徒
の
精
神
的

不
安
に
配
慮
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
お
よ
び
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
等
に
よ
る
個
別
相
談
・
面

談
等
を
実
施
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課 

学
務

係
（
☎
０
９
４
３
・２
３
・１
９
５
４
）

■ 

ご
み
処
理

▽
八
女
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

て
受
け
入
れ
可
能
（
事
前
に
施
設
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▽
市
保
有
の
パ
ッ
カ
ー
車
に
よ
る
収

集
運
搬
（
5
㎥
車 

2
台
）

■ 

し
尿
処
理

▽
八
女
中
部
衛
生
施
設
お
よ
び
八
女

市
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
て
受
け
入
れ
可

能
（
事
前
に
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝

環
境
課 

生
活
環
境
係

 （
☎
０
９
４
３
・
２
３
・
１
４
６
２
）

八
女
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

（
☎
０
９
４
２
・
５
２
・
７
５
３
６
）

八
女
中
部
衛
生
施
設
組
合

（
☎
０
９
４
３
・
２
４
・
５
４
１
９
）

八
女
市
衛
生
セ
ン
タ
ー

 （
☎
０
９
４
３
・
４
２
・
０
４
９
１
）

▽
上
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
元
仁

田
原
小
学
校
）
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
で

の
被
災
者
受
け
入
れ

▽
椋
谷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
被

災
者
受
け
入
れ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所 

総
務
課

（
☎
０
９
４
３
・
５
２
・
３
１
１
２
）

▽
旧
木
屋
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

で
の
被
災
者
受
け
入
れ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所 

総
務
課 

（
☎
０
９
４
３
・
４
２
・
１
１
１
１
）

★
情
報
は
平
成
28
年
４
月
28
日
現

在
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
最
新
情
報

は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認

す
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

八
女
市
で
は
、「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
の
被
災
者
の
方
々
へ
次
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支

援
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
相
談
窓
口
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
知
り
合
い
な
ど
熊
本
地
震
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
方
で
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

一
時
入
居

入
浴
施
設
無
料
開
放

八
女
市
立
小
中
学
校
へ
の

受
け
入
れ

ご
み
処
理・し
尿
処
理
の
協
力

廃
校
跡
地
の
利
用

◦
問
い
合
わ
せ
時
間
＝

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

美しい村を守れ！
星野村から支援物資が出発
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初夏の星野村では、新
茶の清々しい香りや美
しいサツキを堪能して
いただこうと、今年も新
茶・サツキまつりを開
催します。
会場では手揉み茶の実

演や釜炒り茶体験、闘茶会、野点、お茶の淹れ方教
室などお茶に関わるイベントとサツキの展示などが行
われます。もちろん星野茶の新茶販売もあります。
１年で１番星野村が賑わう時期でもあります。星野村
の初夏をぜひ感じてください。
◦日時＝ 6 月4日㈯～ 5日㈰　１０時～１７時
◦会場＝茶の文化館
◦問い合わせ＝星の新茶・サツキまつり実行委員会

（☎３１・５５８８）

　平成24年の豪雨災害により、ホタルの幼虫や餌となる
カワニナが流されてしまい、ホタルの数が減少してしまい
ました。しかし、地元の方々の活動により、少しずつホタ
ルが戻りつつあります。今まで皆さまに楽しんでいただいた
「幽玄なホタルの群生」を見るにはまだ時間はかかりますが、
各種催しを準備して皆さまのご来場をお待ちしております。
◦まつり期間＝5月27日㈮～６月5日㈰
※期間中、ホタル案内所を開設します。
◦場所＝ほたると石橋の館駐車場
◦ホタル案内所臨時電話☎５４・２０９９（18 時～ 21時）

《イベント》
◦日時＝5月２８日㈯～２９日㈰18時～21時
◦場所＝ほたると石橋の館※イベント日の駐車場は上陽北
汭学園（旧北川内小・上陽中）グラウンドをご利用ください。
◦内容＝各種バザー／ステージイベント（２日間にわたり
多数の楽しい催しを企画中です）
◦問い合わせ＝ホタルと銘茶まつり実行委員会（八女市
観光協会上陽支部）（☎５４・２２１９）

《来場の皆さまへのお願い》
★駐車場が少ないため、車は乗り合わせでお願いします。
★ごみは散らかさないようお願いします。
※八女市のホームページでホタルの発生状況をお知らせ
します。http://www.city.yame.fukuoka.jp/

辺春ホタルまつり2016

星の新茶・サツキまつり

まつり期間＝5/28土・5/29日
　　　　　6/4土・6/5日	 					　
まつり時間＝17時～21時

　辺春川等でホタルの乱舞を観賞していただけます。
また、会場では地域の特産物販売等が行われます。
⃝会場＝長瀬公園付近（立花町上辺春長瀬地区）
⃝問い合わせ＝辺春ホタルまつり実行委員会（辺春地
域振興会議事務局）（☎３６・０２８５）

《お願い》
★車でお越しの際は、長瀬公園付近に駐車して徒歩（見
所への距離は 5 ～ 10 分）での観賞をお願いします。

イベント情報

八女上陽
ホタルと
銘茶まつり

ホタル舞う幻想的な雰囲気の中で地元物産展等が行われます。
⃝日時＝ 6 月 3 日㈮～ 5 日㈰ 18 時～ 22 時
⃝場所＝田代農村活性化センター（黒木町田代）
⃝内容＝地元の農産物販売、陶器類展示等
⃝問い合わせ＝黒木支所産業経済課（☎42・1115）

田代ホタル
祭り

上陽立花

星野

黒木
★予定ですので
日時・内容等変
更になる場合が
あります。

第２9回

　

美
し
い
景
観
や
豊
か
な
自
然
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
連
携
し
て
進
め
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
第

11
回
定
期
総
会
・
戦
略
会
議
２
０
１
６
が
、

５
月
25
日
㈬
か
ら
27
日
㈮
ま
で
八
女
市
星

野
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

美
し
い
村
連
合
は
、
一
度
失
っ
た
ら
二
度

と
取
り
戻
せ
な
い
日
本
の
農
山
漁
村
の
景

観
や
環
境
、
文
化
を
守
り
、
最
も
美
し
い

村
と
し
て
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め

に
、
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
活
動
を

展
開
す
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
連
合
に
加
盟
す
る
全
国
の
60
町

村
・
地
域
、
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
が
八
女
市

星
野
村
に
集
い
、
美
し
い
村
の
活
動
に
つ

い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
す
。

  

総
会
で
は
、「
美
し
い
村
づ
く
り
を
景
観

修
景
か
ら
考
え
る
」
を
演
題
と
し
て
、
国

立
研
究
開
発
法
人
土
木
研
究
所　

松
田
泰

明
氏
の
基
調
講
演
を
は
じ
め
、
全
体
交
流

会
、
八
女
市
星
野
村
内
の
現
地
視
察
が
行

わ
れ
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
５
２・３
１
１
４
）

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

　
定
期
総
会
を
星
野
村
で
開
催
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日にち 時間 内　　　　容 講　　　　　師

基
本
研
修

6 月7 日㈫
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~12:00 地域みんながサポーター 地域子育て支援センター運営委員会委員長
子育てアドバイザー　高田悦也さん

13:00~15:00 子育て家庭の現状と行政の子育て
支援施策 やめっこ未来館施設長　平嶋信作さん

6 月13 日㈪
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~12:00 保育の原理と子どもの発達 長峰保育所長　井上康子さん

13:00~15:00
子どもの虐待と社会的養護を必要と
する子どもの理解
子ども家庭福祉

家庭児童相談室　高倉優子さん

15:00~17:00 気がかりな子どもの関わり方 福岡県発達障害者支援センターあおぞら
センター長　公文眞由美さん

総合演習
　
　
　
　
　
　

専
門
研
修
（
地
域
保
育
コ
ー
ス
）

フ
ァ
ミ・サ
ポ
事
業

6 月 20 日㈪
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~12:00 ファミリー ･ サポート・センターの
概要・援助内容① 子育て支援センター長　室園直美さん

13:00~15:30 ファミリー ･ サポート・センターの
援助内容②、保護者への対応 子育て支援センター長　室園直美さん

随時 援助活動の実際

共
通
科
目

6 月 28 日㈫
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~12:00 子どもの病気とその対応 小児科医　姫野和家子さん

13:00~15:00 子どもの救急（心肺蘇生法） 日本赤十字社　福岡県支部

15:00~17:00
地域保育の環境整備
特別に配慮を要する子どもへの対応

（パネルディスカッション）

八女地区障害者基幹相談支援センターリーベル
福祉課
福島保育所長　

7 月 4 日㈪
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~12:00 保育者の職業倫理と配慮事項 九州大谷短期大学幼児教育学科教授
末嵜雅美さん

13:00~15:00 安全確保とリスクマネジメント 福島保育所長  今里ひづるさん

15:00~17:00 乳幼児の食事と栄養 八女市健康推進課  管理栄養士

7 月12 日㈫
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~12:00 乳幼児の発達と発育 八女市健康推進課 保健師

13:00~15:00 乳幼児の生活と遊び 北山保育所長　塚本光枝さん

15:00~17:00 グループ討議 講習生全員参加

一
時
預
か
り
事
業

7 月19 日㈫
やめっこ未来館
学習室２・３

10:00~12:00 一時預かり事業の概要・運営 子育て支援センター 松尾聡美さん

13:00~15:00 一時預かり事業の保育内容 子育て支援センター 松尾聡美さん

15:00~17:00 一時預かりにおける保護者への対
応・見学実習オリエンテーション 子育て支援センター 松尾聡美さん

随時 見学実習

子育て支援や保育に興味関心のある人
が国の定めた一定の研修を受け、「子
育て支援員」として認定され、保育士
の資格がなくても子育て支援の様々な
場での活動ができる制度です。

申込・問い合わせ＝やめっこ未来館（☎ 24・8814）へ
※参加申し込みは当日でも結構ですが、託児が必要な場合は1週間前までにお申し込みください。

子育て支援員制度とは？平成28年度

「子育て支援員」
養成講座
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ま
ち
づ
く
り
活
動
の
成
果
を

「
協
働
カ
フ
ェ
」
で
報
告
し
ま
す

　
市
で
は
「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
提
案
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市

民
団
体
等
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

の
提
案
を
求
め
、
各
団
体
の
特
性
を
生
か
し

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。

　
ま
た
、
空
き
家
を
ま
ち
づ
く
り
の
資
源
と

捉
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
空
き
家
の
活

用
方
法
の
提
案
を
求
め
る
「
空
き
家
再
生
・

活
用
モ
デ
ル
事
業
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
で
27
年
度
に
提
案
を
採
択
さ

れ
た
各
団
体
の
活
動
の
報
告
会
を
、
協
働
カ

フ
ェ
形
式
で
開
催
し
ま
す
。

　
報
告
者
と
参
加
者
が
共
に
お
茶
な
ど
を
囲

む
気
軽
な
雰
囲
気
の
中
、
ま
ち
づ
く
り
の
成

果
を
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
6
月
11
日
㈯
13
時
30
分
～
（
3

時
間
程
度
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

◦
参
加
対
象
＝
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
団

体
等
の
人
や
、
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
人
な

ど
（
参
加
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
）

◦
27
年
度
採
択
団
体
＝

【
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
】

八
女
市
商
工
会
青
年
部
／
大
淵
献
燈
祭
実

行
委
員
会
／
一
般
社
団
法
人
八
女
青
年
会

議
所
／
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
さ
く
ら
座
／
み

ち
ば
た
／
土
橋
市
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ま
な
び
っ
と
八
媛
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

八
女
空
き
家
再
生
ス
イ
ッ
チ
／
茶
の
国
レ
ン

ジ
ャ
ー
／
八
女
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
／
八
女
市
清
水
町
商
店
街
夏
祭
り
実
行

委
員
会
／
ホ
タ
ル
の
学
校
打
越
分
校

【
空
き
家
再
生
・
活
用
モ
デ
ル
事
業
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

空
き
家
再
生
・
活
用
モ
デ
ル
事
業

　今夏の参議院議員選挙における、期日前投票の投票立会人を募集します。期日前投票立
会人の主な職務は、期日前投票手続きに立ち会い、投票が公正に行われるよう監視していた
だくことです。応募される方は、６月３日㈮ 17 時までに、希望される会場の申込先に電話で
申し込んでください。なお、募集する会場および対象期間は、次のとおりです。
※選挙は７月１０日㈰を見込んでいますが、それ以外の日になった場合は、従事日について
ご相談させていただきます。

▼募集内容
会　場 立会する日時 定　員 申込先

八女市役所本庁
6 月24 日㈮～ 7 月9日㈯のうち、
いずれかの日（複数の日でも可）
8 時 30 分～ 20 時

16日間
毎日2 人

（延べ３２人）
本庁総務課（☎２３・１１１１）

八女市黒木支所
7 月 3 日㈰～ 7 月 9 日㈯のうち、
いずれかの日（複数の日でも可）
8 時 30 分～ 20 時

各会場とも 7 日間
毎日２人

（延べ１４人）

黒木支所総務課（☎４２・１１１１）
八女市立花市民センター 立花支所総務課（☎２３・５１４１）
八女市上陽支所 上陽支所総務課（☎５４・２２１１）
八女市矢部公民館 矢部支所総務課（☎４７・３１１１）
八女市星野行政福祉センター 星野支所総務課（☎５２・３１１２）

参議院議員選挙の期日前投票立会人を募集します

▼報酬額　　日額　9,500 円
▼応募資格　選挙権を有する人（八女市内居住者に限る）
※当日のキャンセルはできません。応募者が多数となった時は、抽選により立会人を決定します。昼食と夕食を準備します。
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【材料】（4人分）　
◦完熟トマト（八女産）
�1個（２００ｇ）
◦レタス（八女産）
�小１/2個（1００ｇ）
◦鶏卵�2個
◦固定コンソメ�2個
◦塩�少々
◦黒こしょう�少々

【作り方】
①トマトは、ヘタを除き、一
口大のくし形に切る。
②レタスは、水に放してパリッ
とさせ、水気を切って食べや
すい大きさに手でちぎる。
③鶏卵は、割って溶きほぐし
ておく。
④鍋に湯を沸かし固形コンソ
メを溶かし、①と②を加えて
ひと煮立ちさせ、鶏卵を細く
流し入れ、塩を黒こしょうで
調味する。

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

48Kcal
3.2g
2.3g
4.0g

163mg
18mg
8mg

0.5mg
0.9g
1.2g

1人分あたりの栄養価

トマトとレタスのスープ

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

ヘタがピンとしているものが新鮮な証拠です。おいしいトマトは表面がしまって実がしっかり
とし、全体が丸く、色つやが良く、手に持った時ずっしりと重いものです。ヘタが先までみず
みずしく、緑色でピンと張りがあるものは新鮮な証拠です。赤くなったものは保存袋に入れ、
冷蔵庫の野菜室で保存します。完熟したものは早めに食べきるか、サッと洗って保冷袋に入れ
て冷凍がおススメです。また、凍ったまま水をかければ、簡単に皮がむけます。半解凍ぐらい
で刻み、カレーやパスタソースなど煮込み料理に使いましょう。未熟なものは室温で追熟させ
ると良いでしょう。

健康づくりの３本柱のひとつ「食」について学ぶ講座です。講義や
調理実習を通じて健康づくり・仲間づくりをしませんか。
◦日時＝６月～ 1月の全８回（主に第２水曜日の午前中）
※初回は６月８日㈬10時～ 13時（受付、健康チェック9時30分～）
◦対象者＝64歳までのなるべく全講座受講可能な人
◦定員＝25人程度（先着順）
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦参加費＝無料　※調理実習のみ１回300円
◦申込期間＝5月16日㈪～ 5月27日㈮
◦申込・問い合わせ＝健康推進課保健指導係　☎２３・１３５２
※申し込みされた人には、後日詳しい内容の通知を差し上げます。

6月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥

トマトの

選び方と

保存

平
成
17
年
５
月
末
～
平
成
22
年

３
月
末
ま
で
の
積
極
的
な
勧
奨
の

差
し
控
え
に
よ
っ
て
、
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
が
十
分
行
わ
れ
て
い
な

い
人
の
う
ち
、
20
歳
未
満
で
、
平

成
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
は
、
左
記
の
１
期
・
２
期
が

終
わ
っ
て
い
な
い
場
合
、
当
面
の
間

の
特
例
措
置
と
し
て
表
中
「
残
り

の
接
種
回
数
」
が
公
費
で
接
種
で

き
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
次
の
対
象
者
を

積
極
的
な
勧
奨
対
象
者
と
し
て
い

ま
す
。

◦
積
極
的
接
種
勧
奨
対
象
者

 

18
歳
（
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で
第

２
期
１
回
が
未
接
種
の
人

※
母
子
健
康
手
帳
等
で
接
種
の
履

歴
を
確
認
し
、
ま
だ
接
種
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
早
め
に
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
等
で
履
歴
が
分

か
ら
な
い
人
は
、
健
康
推
進
課
で

接
種
履
歴
表
発
行
の
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

◦
接
種
場
所
＝
県
内
の
医
療
機
関

※
一
部
実
施
し
て
い
な
い
医
療
機
関

も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
医
療
機
関
で
の
予
約
の

際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
接
種
費
用
＝
無
料

◦
必
要
な
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
、
予
診
票

※
予
診
票
は
市
お
よ
び
医
療
機
関

に
置
い
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保

健
指
導
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

接種済
の回数

残りの
接種回数 間　　隔

1期

0回 3回 6 ～ 28日までの間隔をおいて2回、2回目終了後
おおむね1年後に1回

1回 2回 6日以上の間隔をおいて2回

2回 1回 初回終了後6日以上の間隔をおいて接種（可能な
限り、初回接種終了後おおむね1年後に接種）

2期 0回 1回
9歳以上で1回（1期終了後、6日以上の間隔をお
いて接種）※1期との間隔はおおむね5年以上の
間隔をおいて接種することが望ましい

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極

的
接
種
を
お
願
い
し
ま
す

※注１　「20歳未満」とは「20歳になる誕生日の前日」までとなります。
※注２　「おおむね１年後」とは「11か月～ 13か月後」です。

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
21
養
成

講
座
の
参
加
者
募
集

6 月4日～ 10日
は歯の衛生週間

『６月は食育月間　毎月１９日は食育の日』



広報やめ　2016.5.157

特 定 健 診 ・ 特 定 保 健 指 導 コ ラ ム

　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定、肺年齢測定をします。健康
に関するいろいろな相談に応じます。健
康手帳、健診結果表をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝6月１日㈬ 10時～ 11時 ／ 上陽
支所
◦日時＝6月6日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 八
女市保健センター
◦日時＝6月7日㈫ 14時～ 15時 ／ 立花
総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝6月10日㈮14時～ 15時 ／ 星野
総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝6月16日㈭ 14時～ 15時 ／ 矢部
基幹集落センター
◦日時＝6月17日㈮10時～ 11時 ／ 黒木
地域交流センターふじの里

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時15分～ 14時30分
♥会場　やめっこ未来館
◦日にち・対象＝ 
6月14日㈫＝10か月児（平成27年8月生）
6月15日㈬＝4か月児（平成28年2月生）
6月23日㈭＝3歳児（平成25年5月生）
6月28日㈫＝1歳6か月児（平成26年11月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」

◦日にち＝6月21日㈫　
◦対象＝4か月児（平成28年1月～ 2月生）
／ 10か月児（平成27年7月～ 8月生）
※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくとどちらの会場で
も健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）のお話と
調理。参加する人は事前に健康推進課
保健指導係までお申し込みください。託
児あり（要申込）。
♥日時　6月16日㈭10時～ 13時 ※受付9
時30分～　♥会場　おりなす八女研修
棟　♥持参品　エプロン、三角きん、手
ふきタオル、筆記用具　♥材料費　300
円♥定員　先着15人

　妊娠20週以降の妊婦さんを対象に、
妊娠中の過ごし方、試食、相談を行いま
す。※要予約
♥日時　6月7日㈫ 10時～ 12時※受付9
時30分～
♥会場　おりなす八女研修棟
♥参加費　300円　♥定員　20人

　子育てのことで、少しでも心配なこと
があったらお気軽にご相談ください。身
長・体重測定もできます。母子健康手帳
をお持ちください。相談日以外でも、窓
口や電話で子育て相談を行っています。

やめっこ会場では、公立八女総合病院の
助産師による「母乳相談」ができるよう
になりました。
◦日時＝6月1日㈬ 9時30分～ 11時 ／ や
めっこ未来館
◦日時＝6月3日㈮ 10時～ 11時 ／ 黒木
地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝6月17日㈮ 10時～ 11時 ／ 星野
総合保健福祉センター「そよかぜ」

　心理士による個別相談です。対象者は
年齢を問わず、成長発達面に不安のある
人です。心配なことがあればお気軽にご
相談ください。※予約制

【八女市保健センター】
◦6月9日㈭ 9時～16時
　6月23日㈭9時～12時（3歳児健診と同日）

【黒木地域交流センター「ふじの里」】
◦6月21日㈫ 9時～16時

　心理士による個別相談です。対象者は
市内在住で、こころに悩みがある人です。
お気軽にご相談ください。※予約制
◦日時　6月15日㈬13時30分～ 15時30
分受付
◦会場　おりなす八女研修棟第２研修室

６
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

ベビーズクッキング

心理士によるこころの相談

マタニティ教室

　　
あ
な
た
が
病
院
に
行
く
の
は
ど
ん
な
時
で
し
ょ
う

か
？
ど
こ
か
が
「
痛
い
」「
だ
る
い
」「
苦
し
い
」
と

い
っ
た
自
覚
症
状
が
あ
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

血
管
の
健
康
状
態
を
意
識
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
血
管
は
普
段
あ
ま
り
意
識
さ
れ
ま
せ
ん
が
大
変

重
要
な
器
官
で
す
。
死
に
至
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
、
脳
卒
中
な
ど
全
身
の
血
管
が

傷
む
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
そ
の
主
な
原
因
は
、
血
管
の
老
化
（
動
脈
硬
化
）

で
す
。
血
管
を
傷
め
る
原
因
を
持
っ
た
ま
ま
長
年
過

ご
す
こ
と
に
よ
り
徐
々
に
進
行
し
て
発
症
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
40
代
や
50
代
で
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
を
発
症
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
発
症
す
る

ま
で
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
を
受
け
て
い

た
だ
く
と
、
皆
さ
ん
が
「
血
管
を
傷
め
る
要
因
」
を

お
持
ち
か
ど
う
か
が
分
か
り
ま
す
。
ご
自
分
の
体
の

状
態
を
知
る
た
め
に
…
ま
ず
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

広
報
や
め
５
月
1
日
号
と
一
緒
に
「
住
民
健
診
ガ

イ
ド
本
」を
各
世
帯
に
1
冊
ず
つ
配
付
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
詳
細
や
日
程
等

を
記
載
し
て
い
ま
す
。
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険

や
年
齢
に
よ
っ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
健
診
（
検

診
）
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

八
女
市
国
民
健
康
保
険
の
対
象
者
に
は
個
別
に
特

定
健
診
受
診
券
（
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
に
黄
色
の
受

診
券
を
同
封
）
を
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
特
定

健
診
受
診
の
際
に
必
要
で
す
の
で
大
切
に
保
管
し
健

診
時
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
市
内
の
医
療
機
関
で
個

別
に
特
定
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
住
民
健
診

ガ
イ
ド
本
」
に
市
内
の
医
療
機
関
名
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
八
女
市
の
特
定
健
診
の
受
診
率
目
標

は
60
％
で
す
。
平
成
26
年
度
の
八
女
市
の
特
定
健

診
の
受
診
率
は
、
32
・
９
％
で
し
た
。
目
標
達
成
の

た
め
、
皆
さ
ま
の
大
切
な
人
を
誘
い
あ
わ
せ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　　

国
や
八
女
市
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
目
標
は
、

50
％
で
す
。
平
成
26
年
度
の
が
ん
検
診
の
う
ち
、
乳

が
ん
検
診
受
診
率
が
最
も
高
く
29
・
７
％
で
、
胃
が

ん
検
診
は
9・４
％
で
す
。
ま
た
、昨
年
度
か
ら
「
前

立
腺
が
ん
検
診
」
を
始
め
ま
し
た
。（
50
歳
以
上
男

性
が
対
象
に
な
り
ま
す
）

　　

健
診
結
果
か
ら
、
自
分
の
身
体
の
特
徴
と
生
活

習
慣
の
関
係
を
理
解
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
生
活
習

慣
改
善
・
治
療
等
を
行
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
、

自
分
で
決
め
ら
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。
特
定

保
健
指
導
や
健
康
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健
診
は
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

40
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
、
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

集団健診の予約は
6月2日㈭からです。
集団健診をご希望
の人は早めの予約
をお勧めします。

乳幼児心理相談

☆
い
つ
健
診
は
あ
る
の
？

☆
特
定
健
診
の
受
診
率
の
目
標
は
？

☆
ど
う
し
て
健
診
？

☆
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
目
標
は
？

☆
健
診
を
受
け
た
後
は
？
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工事契約の状況をお知らせします
契　約　名 受注業者  当初契約額（円） 契約月日 担当課

北川内地区かんがい排水（水路）整備工事 ㈲井上組  4,190,400 10月1日 上陽支所建設経済課
市道上横山東西線道路改良工事 大坪建築㈱  4,968,000 10月1日 上陽支所建設経済課
市道忠見四号線道路改良工事 ㈲三晃重機建設  6,264,000 10月6日 建設課
普通河川小田川河川改良工事 ㈲喜水  4,158,000 10月6日 建設課
農村環境整備事業　緒玉地区農道舗装工事 諸冨造園  2,581,200 10月6日 農業振興課
農村環境整備事業　蒲原地区かんがい施設（水路）整備工事 ㈱室園建設  11,340,000 10月6日 農業振興課
きのこ村橋橋台設置工事 ㈲合原組  22,464,000 10月6日 黒木支所産業経済課
グリーンピア八女コテージ改修工事 ㈱八田工務店  9,504,000 10月6日 黒木支所産業経済課
鶯野ため池改修工事 ㈲合原組  16,308,000 10月6日 黒木支所産業経済課
農業基盤整備促進事業　田形地区水路（込野廻水路）〈水門〉整備工事 ㈱乗富鉄工所  6,048,000 10月6日 立花支所産業経済課
市道金山１号線道路改良工事 ㈱吉開組  26,676,000 10月6日 矢部支所建設経済課
市道岡山７１号線橋梁下部工工事 大坪建設㈱  32,400,000 10月20日 建設課
普通河川山崎川河川維持工事（その２） 牛島興建㈱  5,238,000 10月20日 建設課
上水道配水管布設替（北川内地区）工事 ㈲井上組  17,388,000 10月20日 上下水道局
星野地区統合簡易水道整備工事十籠・仁田原（１工区）㈲橋村住設  52,380,000 10月20日 黒木支所建設課
中辺春地区耐震性貯水槽設置工事 ㈱クリア  5,184,000 10月20日 立花支所総務課
農村環境整備事業　東原地区ため池改修工事 ㈲立花工務店  2,322,000 10月20日 立花支所産業経済課
農村環境整備事業　鳴瀬地区水路改修工事 ㈱牛島工業  4,968,000 10月20日 立花支所産業経済課
市道上町・遠久谷線道路維持工事 針組  5,400,000 10月20日 立花支所建設課
市道桑ノ平論地畑線外１路線道路維持工事 野中組㈲  1,890,000 10月21日 矢部支所建設経済課
市道宮ノ尾御側線道路維持工事 ㈲小川組  3,510,000 10月21日 矢部支所建設経済課
市道臼ノ払線道路維持工事 ㈲江田土木  1,458,000 10月21日 矢部支所建設経済課
上水道配水管布設替工事（立花町山崎地内） ㈲牛嶋住興  3,758,400 11月4日 上下水道局
上水道配水管布設替工事（本村地内） 川口ガス住設  11,966,400 11月4日 上下水道局
単２－２７－１０　西谷川災害復旧工事 針組  5,400,000 11月4日 土木災害復旧室
単３－２７－１８　鰐八川災害復旧工事 モリアキ建設㈲  6,264,000 11月4日 土木災害復旧室
谷川筋開閉樋門改修工事 ㈱大坪鉄工  33,480,000 11月4日 黒木支所総務課
さくら台団地フェンス設置工事 ㈲中島土木  3,132,000 11月4日 立花支所建設課
黒木地区統合簡易水道整備工事　荒谷（１工区） ㈱酒井組  63,504,000 11月10日 黒木支所建設課
黒木地区統合簡易水道整備工事　荒谷（２工区） ㈱高田電気  21,006,000 11月10日 黒木支所建設課
黒木地区統合簡易水道整備工事　神露淵（１工区） 瑞宝建設㈱  56,808,000 11月10日 黒木支所建設課
黒木地区統合簡易水道整備工事　神露淵（２工区） ㈱山口電設  25,380,000 11月10日 黒木支所建設課
グリーンピア八女園内タイル補修工事 ㈱石﨑組  2,430,000 11月19日 黒木支所産業経済課
市道岡山１０１号線道路改良工事 ㈲岩部  3,380,400 11月25日 建設課
普通河川露地川河川維持工事 橋村建設工業㈲  3,132,000 11月25日 建設課
市道西田東西線道路維持工事 斉藤造園  2,484,000 11月25日 建設課
単３－２７－２１　下中原川災害復旧工事 ㈲川原興業  6,750,000 11月25日 土木災害復旧室
星野地区統合簡易水道整備工事　十籠（２工区） オオキタ建設㈱  15,552,000 11月25日 黒木支所建設課
かんがい排水施設整備事業　光友地区水路改修工事　 ㈱塩塚組  3,261,600 11月25日 立花支所産業経済課
夢たちばなビレッジ管理棟塗装改修工事 牛島塗装工業㈱  8,100,000 11月25日 立花支所産業経済課
上松尾地区治山流路工事 ㈲ミゾタ土建  1,339,200 12月3日 黒木支所産業経済課
柊地区市有林内作業道舗装工事 ㈲江田土木  3,531,600 12月3日 黒木支所産業経済課
市道椿原・平瀬線道路維持工事 ㈲酒井工業  4,158,000 12月3日 黒木支所建設課
伐落地区治山流路工事 ㈱溝上組  1,350,000 12月3日 黒木支所産業経済課
市道縫尾・村中線道路維持工事 八女舗道㈱  3,456,000 12月3日 星野支所建設経済課
準用河川中の井川河川改良工事 ㈲三晃重機建設  4,870,800 12月8日 建設課
普通河川下村川河川維持工事 橋村建設工業㈲  2,754,000 12月8日 建設課
準用河川十三歩川河川維持工事（その２） ㈲喜水  4,482,000 12月8日 建設課
普通河川小柳川河川維持工事 諸冨造園  2,484,000 12月8日 建設課
普通河川西山川河川維持工事 ㈲桐明建設工業  2,862,000 12月8日 建設課
普通河川尾崎川河川維持工事 ㈲美土里測量建設  2,721,600 12月8日 建設課
林道山口線２号橋　橋梁保全工事 ㈱吉開組  8,640,000 12月8日 林業振興課
単２－２７－１１　市道上町・遠久谷線災害復旧工事 ㈱塩塚組  2,678,400 12月8日 土木災害復旧室

八女市では公共事業を発注する場合、公平性と透明性を確保するため競争入札を行っています。平成27年10
月から平成28年3月までの契約状況についてお知らせします。　　    　       ◦総務課契約係（☎24・8020）
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単２－２７－１２　西谷川災害復旧工事 針組  4,482,000 12月8日 土木災害復旧室
単３－２７－２３　市道毛條野・獅子腐線災害復旧工事 ㈱大徳  2,084,400 12月8日 土木災害復旧室
単３－２７－２４　荒谷川災害復旧工事 ㈲合原組  7,668,000 12月8日 土木災害復旧室
単３－２７－２５　鰐八川災害復旧工事 ㈲ミゾタ土建  8,424,000 12月8日 土木災害復旧室
指定避難所看板設置工事 ㈲三晃重機建設  5,400,000 12月8日 防災安全課
グリーンピア八女テニスコート人工芝改修工事 ㈱スポーツテクノ和広 九州支店  38,772,000 12月8日 黒木支所産業経済課
市道山中線道路改良工事 ㈱原組  13,176,000 12月8日 黒木支所建設課
市道後野線道路改良工事 瑞宝建設㈱  13,824,000 12月8日 黒木支所建設課
黒木地区統合簡易水道整備工事　庄屋村（１工区） はやし電器  26,244,000 12月8日 黒木支所建設課
普通河川小倉谷川河川維持工事 ㈲早見建設  2,203,200 12月8日 立花支所建設課
市道白岩・堀切線外１路線道路改良工事 ㈲立花工務店  3,078,000 12月8日 立花支所建設課
市道小岩本線道路改良工事 ㈱共和テック  7,992,000 12月8日 立花支所建設課
市道上妻２９号線道路改良工事 ㈱室園建設  6,102,000 12月22日 建設課
普通河川下椎戸木川河川維持工事 ㈲橋山建設工業  2,862,000 12月22日 建設課
普通河川前古賀川河川改良工事 斉藤造園  3,445,200 12月22日 建設課
普通河川長田川河川改良工事 ㈲美土里測量建設  1,944,000 12月22日 建設課
普通河川酒井田川河川改良工事 大石組  4,536,000 12月22日 建設課
普通河川高田川河川改良工事 平成建設㈱  4,320,000 12月22日 建設課
普通河川油留島川河川改良工事 諸冨造園  3,866,400 12月22日 建設課
農村環境整備事業　祈祷院地区かんがい施設（水路）整備工事 ㈲甲斐田組  6,048,000 12月22日 農業振興課
八女市立上妻小学校給食配膳室建具改修工事 山口建設  1,445,040 12月22日 学校教育課
単３－２７－２９　市道北向・ダル水線災害復旧工事 緒方組  2,376,000 12月22日 土木災害復旧室
市道渡内・鹿子生線舗装改築工事 八女舗道㈱  28,296,000 12月22日 黒木支所建設課
農村環境整備事業　田形地区水路・水門（込野廻水路）改修工事 ㈲弥栄工業  12,096,000 12月22日 立花支所産業経済課
市道上町・遠久谷線道路改良工事 ㈱蒲池建設  12,204,000 12月22日 立花支所建設課
市道釘崎・境原線道路改良工事 ㈲立花工務店  2,376,000 12月22日 立花支所建設課
飯干団地飲料水用さく井工事 ㈱テクノ大地  8,424,000 12月22日 矢部支所建設経済課
市道横石１号線道路維持工事 ㈲合原組  3,294,000 12月28日 黒木支所建設課
市道西北・堤線道路維持工事 加藤土建㈱  3,132,000 12月28日 黒木支所建設課
市道谷・中田線道路改良工事 ㈲酒井工業  4,698,000 12月28日 黒木支所建設課
谷川筋河川維持工事 ㈲川原興業  4,698,000 12月28日 黒木支所建設課
普通河川日出川河川維持工事 日伸建設  4,870,800 12月28日 矢部支所建設経済課
八女市隣保館防水改修工事 ㈱中原工業  2,484,000 1月6日 人権・同和政策課
市営住宅高塚西団地外壁改修工事 ㈱室園建設  12,420,000 1月6日 都市計画課
普通河川白石川河川改良工事 諸冨造園  2,484,000 1月6日 建設課
市道蒲原立野線外交通安全施設等整備工事 下川建設㈱  6,804,000 1月6日 建設課
交通安全施設等（後期）整備工事 ㈱ホクショウ  4,860,000 1月6日 建設課
八女市立岡山小学校防球フェンス設置工事 ㈲美土里測量建設  3,801,600 1月6日 学校教育課
平成２７年災４６－６農地（田）災害復旧工事 ㈲江田土木  685,800 1月6日 土木災害復旧室
平成２７年災４５－１農地（田）災害復旧工事 ㈲中島土木  2,894,400 1月6日 土木災害復旧室
平成２７年災４６－１農地（田）災害復旧工事 ㈲ミゾタ土建  1,209,600 1月6日 土木災害復旧室
市道下辺春・白木線外１路線道路改良（舗装）工事 松尾建設工業㈱  2,980,800 1月6日 立花支所建設課
市道樋留・石坂線道路改良工事 ㈱甲斐田建設  4,698,000 1月6日 立花支所建設課
普通河川森脇川河川改良工事 ㈲小川組  6,642,000 1月6日 星野支所建設経済課
八女市桜公園運動広場トイレ新築工事 ㈲樋口建設  28,944,000 1月19日 スポーツ振興課
市道吹原・弓掛線道路維持工事 ㈲江田土木  2,246,400 1月29日 黒木支所建設課
市道古賀ノ原・山田線舗装改築工事 ㈲酒井工業  5,076,000 1月29日 黒木支所建設課
八女市黒木町交通安全施設整備工事 倉員道路工業  2,430,000 1月29日 黒木支所建設課
市道八反畑・林ノ内２号線道路改良工事 ㈲ミゾタ土建  4,881,600 1月29日 黒木支所建設課
市道不動の滝線道路維持工事 八女舗道㈱  4,320,000 1月29日 星野支所建設経済課
平成２７年災４３－２杠葉地区農地（田）災害復旧工事 ㈲井上組  810,000 2月2日 土木災害復旧室
平成２７年災４５－２高須田地区農地（田）災害復旧工事 ㈲立花工務店  1,836,000 2月2日 土木災害復旧室
平成２７年災４５－３一ノ山地区農地（田）災害復旧工事 ㈲中島土木  1,706,400 2月2日 土木災害復旧室
平成２７年災４６－７本田地区農地（田）災害復旧工事 ㈲ミゾタ土建  2,300,400 2月2日 土木災害復旧室
平成２７年災４６－８ヨシビ地区農地（田）災害復旧工事 ㈲江田土木  810,000 2月2日 土木災害復旧室
平成２７年災５０－１ナルソ地区農地（畑）災害復旧工事 ㈱山口組  810,000 2月2日 土木災害復旧室
平成２７年災４５－１０１鳴竹地区農業用施設（道路）災害復旧工事 ㈲早見建設  3,574,800 2月2日 土木災害復旧室
平成２７年災４６－１０１上松尾地区農業用施設（道路）災害復旧工事 ㈲合原組  1,620,000 2月2日 土木災害復旧室
八女市バンブー工場簡易ボイラー入替工事 ㈲牛嶋住興  3,564,000 2月17日 林業振興課

※契約額は消費税込みの金額です。



10　2016.5.15　広報やめ

　『
八
女
・
桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ

ソ
ン
大
会
』
が
４
月
３
日
㈰
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
奥
八
女
の
地
、

矢
部
川
源
流
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら

健
康
づ
く
り
や
交
流
を
目
的
と

し
た
こ
の
大
会
も
今
年
で
32
回

目
を
迎
え
、
６
３
８
人
の
参
加
者

が
日
向
神
ダ
ム
湖
畔
の
千
本
桜

の
並
木
道
を
走
り
ま
し
た
。
吹

き
わ
た
る
さ
わ
や
か
な
風
の
中
、

満
開
の
桜
が
湖
畔
に
反
射
す
る

美
し
い
景
色
の
中
で
、
皆
さ
ん

最
後
ま
で
一
生
懸
命
に
走
り
ま
し

た
。

  

閉
会
行
事
後
は
特
産
物
が
当
た

る
ゼ
ッ
ケ
ン
抽
選
会
が
あ
り
、
最

後
ま
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
花
見
客
も
多
く
、
３
月
26

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
観

光
物
産
交
流
施
設
「
杣
の
さ
と
」

も
満
杯
に
な
る
な
ど
賑
や
か
な

１
日
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
大
会
結
果
】

▽
２
㎞
マ
ラ
ソ
ン
（
小
学
生
）

男
子
の
部　

優
勝
　
吉
田
賢
亮

(

小
郡
市)　

２
位　

塩
崎
誇
友

(
久
留
米
市)　

３
位　

古
賀
将

太
朗(
久
留
米
市)

女
子
の
部　

優
勝　

尾
形
実
穂

(

久
留
米
市)　

２
位　

牟
田
櫻

(

久
留
米
市)　

３
位　

吉
田
葵

唯(

小
郡
市)

▽
５
㎞
マ
ラ
ソ
ン（
中
学
生
以
上
）

男
子
の
部　
優
勝　
吉
野
絵(
佐

賀
県)　

２
位　

村
上
滉
典(
佐

賀
県)　

３
位　
有
森 

力(

佐
賀

県)女
子
の
部　

優
勝　

畠
山
葵
衣

(

糸
島
市)　

２
位　

本
山
さ
ゆ

り(

熊
本
県)　

３
位　

松
田
郁

子(

宗
像
市)

▽
10
㎞
マ
ラ
ソ
ン（
高
校
生
以
上
）

男
子
の
部　

優
勝　

小
野
良
輔

(

佐
賀
県)　

２
位　

西
山
昌
邦

(

佐
賀
県)　

３
位　

木
下
和
人

(

大
野
城
市)

▽
女
子
の
部　

優
勝　

山
下
サ

ヤ
カ(

遠
賀
郡)　

２
位　

床
島

由
美
子(

小
郡
市)　

３
位　

嶋

田
秀
美(

熊
本
県)

第
32
回 

八
女･

桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

走
っ
て
感
じ
る
さ
く
ら
色
の
健
康	

交
わ
し
て
感
じ
る
さ
く
ら
色
の
笑
顔		

地
域
で
、
家
庭
で
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を

まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

第
27
期
生
の
山
村
留
学

　
　
　
児
童
10
人
が
入
村

「
星
野
村
山
村
留
学
を
育
て
る
会
」

は
、
こ
れ
ま
で
２
６
９
人
の
山
村
留
学

児
童
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
16
人
の
応
募
の
中
、
10
人
の
児
童
が

八
女
市
へ
住
民
票
を
移
し
地
元
星
野
小

学
校
へ
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
遠

く
は
埼
玉
県
、
沖
縄
県
か
ら
も
参
加
。

　
4
月
３
日
㈰
の
入
村
式
で
は
、
三
田

村
市
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
一
年
間
農
村
で
の
暮

ら
し
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
入
れ
校
の
星
野
小
学
校
で
は
、
在
校

児
童
も
毎
年
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
小

規
模
校
で
の
教
育
環
境
改
善
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
も

積
極
的
に
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加

す
る
な
ど
親
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

早
速
「
石
割
岳
ふ
れ
あ
い
登
山
」
が
最

初
の
行
事
と
な
り
ま
す
。

　『
地
域
防
災
の
考
え
方
、す
す
め
方
』

と
題
し
て
4
月
22
日
㈮
、
八
女
市
防

災
講
演
会
が
お
り
な
す
八
女
で
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
消
防
庁
消

防
大
学
校
客
員
教
授
の
瀧
本
浩
一
さ

ん
。
瀧
本
さ
ん
は
熊
本
地
震
に
つ
い
て

触
れ
、
防
災
意
識
を
高
め
防
災
力
を

強
化
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
ま

し
た
。「
人
々
の
防
災
に
対
す
る
意
識

も
、
日
々
の
生
活
の
中
で
忘
れ
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
、
地
元

の
行
事
と
防
災
活
動
を
一
緒
に
行
う

な
ど
、
日
頃
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

防
災
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
。
地

域
や
職
場
や
家
庭
で
検
証
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
の
話
に
、
会
場
の
５
０
０

人
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
隣
の
県
で
起
き
た
今
回
の
地
震
は
決

し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
家
族
や
地

域
で
今
一
度
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い

た
い
」
と
参
加
者
の
一
人
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

　４月２日㈯、上陽町北川内で「上
かむつやめ

陽咩川辺の道さるこ」
と題してまち歩きが行われました。この事業は上陽地区
まちづくり協議会の観光グループが主催し、星野川沿い
を観光ガイドとともに散策したものです。
　北川内地区には、明治から大正にかけて一連から四
連までの石橋が架けられています。北川内公園の６００
本の満開の桜と好天にも恵まれ、３０人の参加者は大満
足のまち歩きとなりました。
　途中休憩を古民家の旧川口邸でとり、昼食には地元
農村婦人グループ手づくりの弁当や猪汁がふるまわれ
ました。参加者した多くの人から早くも「次回を楽しみ
にしています」と期待する声が上がっていました。

上陽町で春のまち歩き
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存
活
用
の
現
場
と
そ
の
手
法
。
定

員
50
人
、
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
６
月
５
日
㈰
15
時
～
17

時
30
分

◦
場
所
＝
福
島
八
幡
宮
儀
式
殿

◦
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん

（
☎
２
２
・
５
８
０
４
）

　「
歯
と
口
の
衛
生
週
間
」
に
ち
な
み

開
催
。
粗
品
進
呈
（
先
着
３
０
０
人
）

◦
日
時
＝
６
月
５
日
㈰
10
時
30
分

～
12
時
30
分

◦
場
所
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

◦
内
容
＝
無
料
歯
科
検
診
（
歯
周

病
検
診
）
相
談
、
歯
み
が
き
指
導
、

矯
正
相
談
、
口
臭
検
査
、
フ
ッ
素

塗
布
、指
模
型
、口
腔
が
ん
検
診（
久

留
米
大
学
口
腔
外
科 

楠
川
仁
悟
教

　
声
優・ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験
、ド
ッ

グ
セ
ラ
ピ
ー
体
験
、
腕
輪
念
珠
作

り
な
ど
、
だ
れ
も
が
楽
し
め
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
29
日
㈰
10
時
～
15
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
九
州
大

谷
短
期
大
学
（
筑
後
市
蔵
数
）

☎
０
９
４
２
・
５
３
・
９
８
９
５

　
お
お
い
た
観
光
特
使 

矢
野
大
和

さ
ん
に
よ
る
口
演
「
笑
っ
て
元
気
お

互
い
様
の
心
」
や
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
演
芸
発
表
が
あ
り
ま
す
。
ケ
ー

キ
や
カ
レ
ー
、
た
こ
焼
き
、
お
に
ぎ

り
な
ど
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
５
日
㈰
９
時
～
14
時

◦
場
所
＝
上
妻
小
学
校
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
妻
よ
ら
ん
会

鵜
木
さ
ん
（
☎
２
２
・
２
６
１
１
）

　
八
女
ふ
る
さ
と
塾
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
第
２
回
こ
れ
か
ら
の

八
女
福
島
を
語
る
」
―
町
並
み
保

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
持
参
品
＝
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、

座
布
団
（
薄
手
）、
昼
食

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝
統
工
芸

館 

大
石
さ
ん（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　
古
布
の
椿
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

を
作
り
ま
す
。
手
縫
い
の
や
さ
し
さ

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
裁
縫
道
具

を
持
参
く
だ
さ
い
。
定
員
10
人
。

◦
日
時
＝
５
月
25
日
㈬
10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
第
４
研

修
室

◦
参
加
費
＝
千
円
（
材
料
費
込
）

◦
申
込
＝
５
月
23
日
㈪
ま
で
に
西

木
さ
ん
へ
（
☎
０
９
０
・
１
１
９
６
・

５
８
６
３
）

授
）、
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
筑

後
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
筑
後
歯
科

医
師
会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

◦
期
間
＝
５
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

（
２
日
間
）
10
時
～
17
時

◦
講
師
＝
国
指
定
重
要
無
形
文
化

財
久
留
米
絣
技
術
保
持
者 

森
山
虎

雄
さ
ん
・
森
山
富
子
さ
ん

◦
内
容
＝
コ
ー
ス
タ
ー
（
十
二
支
12

枚
分
）、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
１
枚

◦
受
講
料
＝
１
万
５
千
円
（
材
料

代
込
）

◦
定
員
＝
10
人
（
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
切
。
７
人
以
上
で
開
催
、

◦
日
時
＝
5
月
22
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局（
☎
２
２・

３
１
３
１
）
※
出
店
者
随
時
募
集

　
久
留
米
絣
の
様
々
な
色
柄
も
ん

ぺ
が
大
集
合
。
今
回
は
「
久
留
米

絣
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
24
日
㈫
～
29
日
㈰
、

10
時
～
18
時
※
最
終
日
は
17
時
ま
で

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝

統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

歯
の
健
康
フ
ェ
ア

こ
れ
か
ら
の
八
女
福
島
を
語
る

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

大
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

上
妻
ま
つ
り（
福
祉
の
つ
ど
い
）

久
留
米
絣
手
織
り
講
習
会

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

八
女
軽
ト
ラ
市

第
６
回
も
ん
ぺ
博
覧
会

　八女市では、男女が性別にかかわりなく個性
と能力を発揮し、生き生きと輝く男女共同参画の
まちづくりを目指しています。男女共同参画週間
の取り組みとして、「男女共同参画」をテー
マにした絵手紙の作品を募集します。寄せ
られた応募作品は作品展にて、市民の皆さ
んにご紹介します。また、優秀作品はホー
ムページ等で発表を行います（副賞あり）。
◦応募資格＝八女市に住んでいるか通勤・
通学している人
◦応募期間＝ 6 月１日㈬～ 6 月30日㈭必着
◦応募テーマ＝パートナーや家族への思いを綴る
◦応募作品＝絵手紙（はがきサイズ）
◦応募上の注意＝
▪作品は自作で未発表のもので、他のコンテスト
等に応募していない作品に限ります。
▪応募点数に制限なし。※２作品以上入選した場
合は、最も良い作品１点のみの表彰となります。
▪応募に関する費用は、自己負担となります。
応募作品の著作権等に関わる問題が生じた場合
は、すべて応募者の責任となります。
▪作品の使用等に関する一切の権利は、八女市に
帰属します。
▪応募作品は返却いたしません。
◦応募方法＝作品と住所、氏名（ふりがな）、年齢、
電話番号、作品の題、市外からの通勤通学の場
合は、職場名または学校名を明記の上、持参ま
たは郵送ください。
◦申込・問い合わせ＝男女共同参画・生涯学習
課男女共同参画推進係（☎ 23・1314）

絵手紙募集

教
室
・
講
座

　最近「もの忘れが気になる」
と心配している人を対象に、器
械による検査と専門医（久留米
大学病院高次脳疾患研究所）に
よる検診（無料）を行います。
結果に応じて保健指導や専門医
療機関の紹介をします。
◦日時＝ 6 月15日㈬ 13 時～
◦会場＝おりなす八女
◦対象者＝おおむね 65 歳以上の

「もの忘れ」が気になる人で専門
医療機関を受診していない人
◦定員＝ 20 人（定員になりしだ
い締め切り）
◦申込方法＝電話にて申込受付
をします
◦申込＝介護長寿課高齢者支援
係 ( ☎２３・１３０８)

男
女
共
同

参
画
を
テ
ー

マ
と
し
た

もの忘れ予防
検診（無料）

？
　『
八
女
・
桜
ま
つ
り
健
康
マ
ラ

ソ
ン
大
会
』
が
４
月
３
日
㈰
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
奥
八
女
の
地
、

矢
部
川
源
流
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら

健
康
づ
く
り
や
交
流
を
目
的
と

し
た
こ
の
大
会
も
今
年
で
32
回

目
を
迎
え
、
６
３
８
人
の
参
加
者

が
日
向
神
ダ
ム
湖
畔
の
千
本
桜

の
並
木
道
を
走
り
ま
し
た
。
吹

き
わ
た
る
さ
わ
や
か
な
風
の
中
、

満
開
の
桜
が
湖
畔
に
反
射
す
る

美
し
い
景
色
の
中
で
、
皆
さ
ん

最
後
ま
で
一
生
懸
命
に
走
り
ま
し

た
。

  

閉
会
行
事
後
は
特
産
物
が
当
た

る
ゼ
ッ
ケ
ン
抽
選
会
が
あ
り
、
最

後
ま
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
花
見
客
も
多
く
、
３
月
26

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
観

光
物
産
交
流
施
設
「
杣
の
さ
と
」

も
満
杯
に
な
る
な
ど
賑
や
か
な

１
日
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
大
会
結
果
】

▽
２
㎞
マ
ラ
ソ
ン
（
小
学
生
）

男
子
の
部　

優
勝
　
吉
田
賢
亮

(

小
郡
市)　

２
位　

塩
崎
誇
友

(

久
留
米
市)　

３
位　

古
賀
将

太
朗(

久
留
米
市)

女
子
の
部　

優
勝　

尾
形
実
穂

(

久
留
米
市)　

２
位　

牟
田
櫻

(

久
留
米
市)　

３
位　

吉
田
葵

唯(

小
郡
市)

▽
５
㎞
マ
ラ
ソ
ン（
中
学
生
以
上
）

男
子
の
部　
優
勝　
吉
野
絵(

佐

賀
県)　

２
位　

村
上
滉
典(

佐

賀
県)　

３
位　
有
森 

力(

佐
賀

県)女
子
の
部　

優
勝　

畠
山
葵
衣

(

糸
島
市)　

２
位　

本
山
さ
ゆ

り(

熊
本
県)　

３
位　

松
田
郁

子(

宗
像
市)

▽
10
㎞
マ
ラ
ソ
ン（
高
校
生
以
上
）

男
子
の
部　

優
勝　

小
野
良
輔

(

佐
賀
県)　

２
位　

西
山
昌
邦

(

佐
賀
県)　

３
位　

木
下
和
人

(

大
野
城
市)

▽
女
子
の
部　

優
勝　

山
下
サ

ヤ
カ(

遠
賀
郡)　

２
位　

床
島

由
美
子(

小
郡
市)　

３
位　

嶋

田
秀
美(

熊
本
県)
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◦
募
集
人
員
＝
20
人
※
書
類
選
考

と
面
接
選
考
あ
り

◦
海
外
研
修
費
用
＝
30
万
円
程
度

◦
募
集
期
間
＝
６
月
10
日
㈮
ま
で

◦
申
込
＝
市
男
女
共
同
参
画
・
生

涯
学
習
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
男
女
共

同
参
画
推
進
課
（
☎
０
９
２
・
６

４
３
・
３
３
９
１
）

　
福
岡
県
で
は
地
域
や
職
域
等
に

お
い
て
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
し
て
著
し
く
功
績
が
あ
り
、
他

の
模
範
と
な
る
活
動
・
取
り
組
み

に
対
し
て
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
表
彰
候
補
者
を
募

集
し
ま
す
。
表
彰
で
は
社
会
に
お

け
る
女
性
の
活
躍
や
、
困
難
な
状

況
に
あ
る
女
性
の
自
立
支
援
に
つ

な
が
る
実
践
的
な
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
具
体
的

な
活
動
内
容
に
着
目
し
、
次
の
３

つ
の
活
動
部
門
を
設
け
て
い
ま
す
。

①
社
会
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
推

進
②
困
難
な
状
況
に
あ
る
女
性
の

自
立
支
援
③
女
性
の
先
駆
的
活
動

　
候
補
者
の
推
薦
は
、
自
薦
、
他

薦
を
問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
か
ら
の

積
極
的
な
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
応
募
方
法
＝
専
用
の
推
薦
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
県
男
女

共
同
参
画
推
進
課
に
郵
送
も
し
く

付
期
間
＝
６
月
１
日
㈬
～
６
月
９

日
㈭

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝
県
住

宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑
後
管
理

事
務
所
お
よ
び
大
牟
田
出
張
所
、
市

役
所
都
市
計
画
課
、
各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

◦
研
修
国
＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー

◦
研
修
時
期
＝
11
月
６
日
㈰
～
11

月
12
日
㈯
※
事
前・事
後
研
修
あ
り

◦
応
募
資
格
＝
県
内
に
居
住
し
、

平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
20
歳
以

上
65
歳
以
下
の
女
性
で
、
団
体
や

企
業
で
男
女
共
同
参
画
等
に
関
す

る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

帰
国
後
も
活
動
を
期
待
で
き
る
人
。

た
だ
し
、
公
務
員
や
学
生
、
過
去

同
種
の
海
外
派
遣
事
業
に
公
的
な

経
費
に
よ
り
参
加
し
た
人
を
除
く
。

時 

※
受
付
15
時
30
分
ま
で

◦
場
所
＝
久
留
米
市
役
所
３
階
会

議
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
専
門
職
団

体
連
絡
協
議
会
（
☎
０
９
２
・
７

４
１
・
６
４
１
６
）

　
司
法
書
士
が
電
話
に
て
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
４
日
㈯
10
時
～
17
時

◦
内
容
＝
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
・
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
、
賃
金
未
払
い
、
サ
ー
ビ

ス
残
業
、
解
雇
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク

ハ
ラ
、
そ
の
他
労
働
に
関
す
る
諸

問
題
（
司
法
書
士
の
業
務
に
関
す

る
も
の
に
限
る
）

◦
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
４
・

９
５
０
５

※
当
日
以
外
で
も
右
記
の
電
話
に

て
夜
間
（
平
日
18
時
～
20
時
）
に

司
法
書
士
が
労
働
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。推
薦
書
は
、

市
役
所
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学

習
課
の
ほ
か
、
県
内
の
県
民
情
報

コ
ー
ナ
ー
も
し
く
は
県
男
女
共
同

参
画
推
進
課
、
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る
で
入
手
で
き
ま

す
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手

可
能
で
す
。

◦
募
集
期
間
＝
５
月
23
日
㈪
～
６

月
27
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
男
女
共
同
参

画
推
進
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・

３
３
９
１
）

　
弁
護
士
・
公
認
会
計
士
・
税
理

士
・
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
・
不
動
産
鑑
定
士
・
行
政
書
士
・

社
会
保
険
労
務
士
が
一
堂
に
会
し

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
料
無
料
、

予
約
不
要
、
先
着
順
（
当
日
受
付
）

◦
日
時
＝
６
月
４
日
㈯
10
時
～
16

　
子
ど
も
会
や
子
ど
も
サ
ー
ク
ル

の
指
導
者
、
学
童
保
育
関
係
者
等

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
運
動
の

で
き
る
服
装
、
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、

水
筒
、
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
等
、

昼
食
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
６
月
12
日
㈰
９
時
30
分

～
16
時
40
分

◦
場
所
＝
筑
後
市
サ
ン
コ
ア

◦
参
加
費
＝
20
円
（
保
険
代
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後

教
育
事
務
所
（
☎
０
９
４
２・５
３・

７
５
２
４
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
お
よ
び
受

第
15
回
福
岡
県
男
女
共
同
参

画
表
彰 

候
補
者

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業

「
女
性
研
修
の
翼
」
団
員

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

福
岡
県
プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー

研
修
２
級
研
修
会

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ

ト
・
就
職
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

く
ら
し・事
業
な
ん
で
も
相
談
会

　人権擁護委員はあなたの街の相談
パートナーです。あなたの悩みを人
権擁護委員に相談してみませんか。
◦日時＝ 6 月1日㈬ 13 時～ 16 時
◦場所＝社会福祉会館、地域福祉セ
ンター（上陽町）、地域交流センター

（黒木町）、立花市民センター、矢部
公民館、星野支所

６月１日は「人権擁護委員の日」
　人権擁護委員が、家庭内の悩みご
とや隣近所とのトラブル、いじめや差
別などの相談に応じます。相談は無
料で秘密は固く守られます。お気軽
にご相談ください。お互いに人権を
守って明るい社会をつくることが人権
擁護委員の願いです。人権擁護委員
はいつでも相談を受け付けています。
◦問い合わせ＝福岡法務局八女支局
内（八女人権擁護委員協議会）
☎２３・２６０３

「全国一斉『人権擁護委員の日』
特設人権相談所」を開設します

ふらっち広場からのお知らせ

★アロマテラピー講座
◦日時＝ 5 月15日㈰ 13 時 30 分～
◦参加費＝アロマリップクリーム作り＆
アロマハンドマッサージ 300 円
★お菓子作り「焼きドーナツ」
◦日時＝ 5 月21日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費
★ボウリング（八女グリーンボウル）
◦日時＝ 5 月29日㈰ 13 時～※現地
集合◦参加費＝ 300 円
★外出「ゆめタウン久留米」
◦日時＝ 6 月5日㈰ 11時ふらっち広
場出発◦参加費＝100 円
★外出「ゆめタウン久留米」
◦日時＝ 6 月11日㈯ 11時ふらっち広
場出発◦参加費＝100 円
▪各イベントは要予約
▪外出は 2 回予定している中で、1日
を選択し申し込みください。
▪平日も簡単な工作・手芸等できます
ので、お気軽にご来館ください。

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

☀場所＝八女市本町178（旧きんぷく亭）
☀ふらっち広場（☎ 24・3022）
11時～ 17 時開館／月曜日休館

6/1
㈬
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総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
全

国
の
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企

業
を
対
象
に
、
平
成
28
年
経
済
セ

ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査

は
、
我
が
国
の
全
産
業
分
野
に
お

け
る
事
業
所
お
よ
び
企
業
の
経
済

活
動
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
の

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
す
。
調
査
は
調
査
員
に

調
査
票
を
提
出
す
る
方
法
の
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
回
答
で
き
ま

す
。
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
厳
重

に
保
管
さ
れ
、
統
計
資
料
を
作
成

す
る
こ
と
の
み
に
使
わ
れ
ま
す
。

◦
調
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
同

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・

１
４
３
・
１
５
０
）

　
福
岡
県
で
は
、
県
職
員
が
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
へ
伺
い
、
県
の
取
り
組

み
な
ど
を
説
明
す
る
「
ふ
く
お
か

県
政
出
前
講
座
」（
全
１
８
３
テ
ー

マ
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
県
民
情
報
広
報
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
民
情
報
広

報
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３

１
０
３
／
shttp://w

w
w.pref.

fukuoka.lg.jp/

）

◦
受
験
手
数
料
＝
６
１
０
０
円

◦
受
験
願
書
＝
５
月
16
日
㈪
～
６

月
27
日
㈪
に
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
で
配
布

◦
問
い
合
わ
せ
・
願
書
提
出
＝
公

益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン

タ
ー
（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
）

☎
０
３
・
３
６
６
７
・
１
８
１
５

shttp://w
w

w.chouri-ggc.
or.jp/09_chourishi.htm

）

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
河
川
お

よ
び
水
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
井

堰
・
水
門
等
に
よ
る
用
水
調
整
が

行
わ
れ
、
梅
雨
時
期
と
も
重
な
り
、

大
雨
に
よ
る
冠
水
・
土
砂
崩
れ
等

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
＝
電
気
設
備
科 

第
二
種
電

気
工
事
士
試
験
対
策
コ
ー
ス

◦
訓
練
期
間
＝
７
月
１
日
㈮
～
12

月
22
日
㈭

◦
対
象
＝
高
卒
程
度
の
学
力
を
有

す
る
39
歳
以
下
の
人
（
定
員
10
人
）

◦
募
集
期
間
＝
6
月
３
日
㈮
ま
で

◦
入
校
選
考
日
＝
６
月
10
日
㈮ 

◦
選
考
方
法
＝
学
科
試
験
、
面
接

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校 （
☎
０
９
４

４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

◦
試
験
日
＝
10
月
８
日
㈯

◦
試
験
会
場
＝
〈
第
１
会
場
〉
西

南
学
院
大
学
〈
第
２
会
場
〉
福
岡

県
教
育
会
館
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県
内
在
住
で
ブ
ラ
ン
ク
の
期
間

に
関
係
な
く
、
未
就
業
で
６
か
月

以
内
に
就
業
を
希
望
す
る
看
護
職

員
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
る
か
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く

だ
さ
い
。

◦
開
催
期
間
＝
６
月
23
日
㈭
、
７

月
５
日
㈫
、
15
日
㈮
、
20
日
㈬

◦
会
場
＝
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
２
２
１
）

　
受
験
料
お
よ
び
受
講
料
無
料（
教

科
書
代
等
実
費
）。
申
込
書
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

看
護
職
員
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
講

習
会
（
基
礎
コ
ー
ス
）

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

平
成
28
年
度
調
理
師
試
験

井
堰
・
水
門
等
の
適
正
な
管

理
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

ふ
く
お
か
県
政
出
前
講
座

統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

試
　
験

　筑後市教育委員会では、古川
小学校に言語通級指導教室「こと
ばの教室」を設置しています。こ
とばの教室は、「通級指導教室」（週
１回）と「教育相談」（隔週１回）
があり、言葉に関する個別指導を
行う教室です。子どものニーズに
応じた指導を行い、言葉や聞こえ
からくる困難さを少しでも軽減し、
のびのびと小学校生活を送ること
ができるよう支援をしています。

こんな子どもたちが通っています
ことばを話すときに正しく発音できない音があ
る／はっきりとしない話し方をする／ことばが
足りず意味が伝わらない／聞き誤りがあった
り、聞き返しがあったりする／話初めがつかえ
たり、同じ言葉をくり返したりする／まわりの
人とのコミュニケーションがうまくできない

「ことばの教室」ってどんな教室？
□通級制です　決められた曜日・時間に古川
小学校「ことばの教室」へ通級して指導をう
けます。通級のために在籍校の授業を抜けた
時間は、欠席扱いにはなりません。
□個別指導が中心です　指導は、１回 90 分、
1対 1の個別指導が基本です。必要に応じて
グループ指導も行います。
□保護者の付添いが必要です　通級途中の
事故防止と指導内容についての理解をいただ
くために保護者の付添い（送迎）が必要です。

「ことばの教室」の申し込み
◦対象者＝今年度に市内小学校の通常学級に
在籍している児童
◦申込み＝在籍している小学校を通じて筑後
市学校教育課（☎ 0942・65・7038）へ
◦問い合わせ＝古川小学校（☎ 0942・53・
3517）／ことばの教室直通（☎ 0942・53・
8740）
※ことばや聞こえに関する相談は、随時受け
付けていますので、気がかりなことがあれば
お気軽に問い合わせください。

ことばや聞こえが気になる子どものために
古川小学校「ことばの教室」

の
被
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。今
一
度
、

井
堰
・
水
門
等
の
点
検
整
備
を
お

願
い
し
ま
す
。
被
害
の
中
に
は
、
水

門
等
が
閉
め
ら
れ
た
ま
ま
の
状
態

に
よ
る
も
の
や
、
大
量
の
ゴ
ミ
が
水

路
に
つ
か
え
、
流
れ
を
阻
害
す
る
こ

と
に
よ
り
発
生
す
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。井
堰・水
門
等
の
管
理
者
は
、

降
雨
状
況
に
注
意
を
い
た
だ
き
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、

事
前
に
井
堰
・
水
門
等
は
開
け
て

く
だ
さ
い
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
閉

め
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
用
水
時
期
も
、
必
要
以
上
に

井
堰
・
水
門
等
を
堰
上
げ
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

▽
建
設
課
（
☎
２
３
・
１
９
６
１
）

就
業
支
援
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■赤ちゃんRoom
◦6/2㈭13:30～15:30／参加費有／
要申込
■4か月さん集まれ（1月生まれ）
◦6/8㈬10:00～12:30／産後ヨガ／
飲み物・バスタオル持参／参加費有／要
申込
■マタニティさん集まれ！プレパパ・マ
マ講座「ピザ作り」◦6/12㈰10:00
～12:30／参加費有／託児有／要申込
■双子ちゃん集まれ
◦6/17㈮10:00～12：00／要申込
■赤ちゃんRoom
◦6/21㈫13:30～15:30／参加費有
／要申込
■ママたちの寺子屋塾
◦6/30㈭10:00～12:00／講師：高
田悦也さん／託児有／要申込
■気がかりな子を持つ親の集まり（サーク
ルあごら）※日程は広場にて確認ください。

■エンジェルルーム 「保健師さんのお話
（夏の感染症予防と対策）」
◦6/8 ㈬ 10:30 ～／要申込
■プレママ＆ベビーサロン 

「タオルおもちゃ作り」
◦6/14 ㈫ 10:30 ～／要申込（15 組）
／材料費 100 円／ハンドタオル 1枚持
参／託児有
■ハッピーバースデー♪ 

「山下照子さんのお話」
◦6/21㈫ 10:30 ～／要申込
■みんなであそぼう「七夕まつり」
◦6/26 ㈰ 10:30 ～／要申込

■子育てエール「親子ふれ愛♡あそび」
◦6/7 ㈫ 10:30 ～／講師：田中もとこ
さん／限定 10 組要予約／参加費無料／
託児なし（一緒にトライ）
■ともだちっていいな
◦6/8 ㈬10:00 ～
■GoGo！カ～りる
◦6/9 ㈭ 10:50 ～※移動図書館車がき
ます。図書館利用カードをお持ちの人は
ご持参ください。

■すてきな記念日
◦6/14 ㈫ 10:30 ～
※誕生月者のみ要予約
■わ・わ・WA！「つくってあそぼう」
◦ 6/24 ㈮ 10:30 ～／限定 10 組／要
予約

■ママといっしょ「ドッグセラピー」
◦6/10 ㈮ 10:30 ～／ 10 組要申込
■誕生会　
6 月生まれさん集まれ
◦6/23 ㈭ 10:30 ～／要申込

■ 10:00 ～ 15:00
▽矢部集落センター 6/7 ㈫、15 ㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽井延公民館 6/1㈬　
▽児童センター 6/8 ㈬ 　
▽上陽公民館 6/10 ㈮ 
▽勤労青少年ホーム 6/15 ㈬　
▽かがやき 6/22 ㈬ 　
▽室岡公民館 6/23 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）　問24・9090

 移動ひろば問こども未来係（問24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問24・8814

子育ち支援掲示板 6 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ（黒木町桑原
207※ふじの里内）　問42・3301

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村10775-14※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　

問０９０・332０・21９6／やめっこ未来館（24・8814）

６月５日（日）
八媛病院 本 22・4176

中島医院 黒木町 42・0235

有吉歯科クリニック筑後市 0942・27・9844

山下眼科医院 筑後市 0942・53・2225

ちぢわ耳鼻咽喉科医院 広川町 32・0144
６月12日（日）
下津浦医院 津江 22・2564

耳納高原病院 星野村 52・3135

坂田歯科医院 筑後市 0942・53・7089
６月19日（日）
城戸医院 鵜池 23・5303

みやざき内科 立花町 37・0008

高橋歯科医院 本町 24・3991

宮城耳鼻咽喉科クリニック 筑後市 0942・52・8733
6月26日（日）
麻生医院 宅間田 23・5800

クリニックくろぎ 黒木町 42・0887

ひさいし歯科・矯正歯科 筑後市 0942・52・3386

６月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありま
すので電話で確認してください。✚

▼救急指定病院
公立八女総合病院 23・4131

柳病院（吉田） 23・2176

川﨑病院（納楚） 23・3005

馬場病院（広川町） 32・3511

姫野病院（広川町） 32・3611

筑後市立病院

▼夜間小児救急医療受付
（19:00 ～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院

［火・木］筑後市立病院

▼日祝日小児救急医療受付
（9:00 ～ 14:30）
【6月】5㈰・19㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【6月】12㈰・26㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談

（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯ 8000

　

け
し
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
色
鮮
や
か

で
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、
麻
薬
の
原

料
と
な
る
た
め
、「
あ
へ
ん
法
」「
麻
薬
及
び

向
精
神
薬
取
締
法
」
に
よ
り
、
栽
培
や
所

持
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
種
類
が
あ
り
ま

す
。
花
が
美
し
い
た
め
、
違
法
と
知
ら
ず
に
、

住
宅
の
庭
先
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
見
か
け
た
人
は
、
南
筑
後
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
ま
た
は
最
寄
り
の
警

察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
…
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル

ム
種
、
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
、
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ

【
植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」
の
特
長
】 

▽
茎
は
太
く
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
大
き
い

も
の
は
草
丈
が
１
ｍ
以
上
に
な
る
。
▽
葉
や

茎
な
ど
の
外
観
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
よ
う
な
白

味
を
帯
び
た
緑
色
を
し
て
い
る
。
▽
葉
、
茎
、

つ
ぼ
み
の
表
面
に
は
、
ほ
と
ん
ど
毛
が
な
い
。

▽
葉
は
茎
を
巻
き
込
む
よ
う
に
つ
い
て
い
る
。

▽
花
は
白
、
ピ
ン
ク
、
赤
、
う
す
紫
色
で
、

一
重
咲
（
花
び
ら
4
枚
）、
八
重
咲
が
あ
る
。

▽
花
期
が
終
わ
る
と
長
円
形
ま
た
は
円
形
の

か
な
り
大
き
な
さ
く
果
（
け
し
ぼ
う
ず
）
を

つ
け
る
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

◦
大
麻
・
け
し
の
見
分
け
方
は
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

不正大麻・けし撲滅運動

0942・53・7511
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5月・6月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/
開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

5/24(火)

八女地域精神障害者家族会
のぞみ会記念講演
演題：「精神障害のある人の回復力を高め
るコミュニケーションの取り方」
SST（生活技能訓練）のスペシャリスト
講師：高森 信子氏

八女文化
会館ホール

13:00
～

16:30
無料

社会福祉法人
ハイジ福祉会　
八女作業所

23・1747

5/29 ㈰ 社交ダンスパーティー はちひめ 14:00 1,000円 ダンスマイライフ
in 福岡南 (栗原) 22・3334

6/1 ㈬ ふきのとう朗読会 はちひめ 14:00 無料 ふきのとう(木下) 090・
8836・3605

6/5 ㈰ サマーダンスパーティー はちひめ 18:00 1,000円（当日200 円増） 社交ダンスサーク
ルますみ会(井上) 22・4534

6/12 ㈰ 藤本秀菊世社中 ゆかた会
（三味線・民謡 発表会） はちひめ 10:00 無料 藤本秀菊世社中

(石井) 22・6001

おりなす八女   イベント情 報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

8 /6(土)

8 /7(日)

6 /12(日) １5:00 開演

１4:00 開演

１3:00 開演

ハーモニーホール

ハーモニーホール

ハーモニーホール

2016 夏 八女平和の祈りコンサート

親子で楽しむ

一 般 3,000 円                                               

〈曲 目〉

特別出演      劇団リトルウィング

アン・サリー

アン・サリー
♡

アコースティックライブ

ハートフルファミリーコンサート
♥

平和の願い

（全席指定 )                                               

（全席指定)  一般 3,000円                                              

（全席指定)  一般 2,500円                                              

おやこペア 2,700 円                                              
0 歳～高校生 500 円                                              

友の会 2,500 円                                             

友の会 2,000 円                                             

10/ 23 (日) ハーモニーホール

多彩なジャンル、オリジナルのハーモニー！

（全席指定)  一般 4,000 円                                              
友の会 3,500円                                             
（当日500 円 増）                                   

 チケット：友の会先行発売   6 月 7日(火)～
一 般 発 売   6 月17日(金)～

11/ 20 (日) ハーモニーホール

この街を歌おう！

芹 洋子

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

（全席指定)  一般 2,500 円                                              友の会 2,000 円                                             

 チケット：友の会先行発売  5 月17日(火)～ ／ 一 般 発 売 5 月31日(火)～

イリーナ・メジューエワ ピアノリサイタル
美と調和に貫かれたベートーヴェンの真髄を追求

青少年のための特別観賞企画 小中高生は入場無料 (要引換整理券)

するメジューエワのピアニズム

ピアノソナタ「悲愴」、「月光」「テンペスト」、「熱情」、エリーゼのために
全曲ベートーヴェンプログラム

ＴＳＵＫＥＭＥＮ ＬＩＶＥ2016ＫＹＵＳＨＵ TOUR

ふれあいコンサート
〈曲 目〉

四季のうた、坊がつる賛歌
いい日旅立ち、赤とんぼ
ふるさと ほか

ジョイント出演 八女女声合唱団マーミングコール
男声合唱団八女グリーンクラブ

♪
♪

１5:00 開演

１5:00 開演

◆小学生は保護者（引率者）の同伴を原則とし、引率者の入場料は1,000円となります。
◆引換整理券をおりなす八女にて配布します。（数に限りがあります）
◆座席は、主催者の指定とさせていただきます。

一 般 発 売   5 月18日(水)～ チケット：
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黒
木
小
学
校
（
末
﨑
悌
嗣
校
長
）
５
年

生
児
童
2
人
が
４
月
15
日
㈮
、
黒
木
支
所
に

今
年
も
見
事
な
藤
の
花
を
届
け
て
く
れ
ま
し

た
。「
４
年
生
の
時
か
ら
一
生
懸
命
育
て
て
き

ま
し
た
」と
藤
の
花
を
手
渡
し
た
子
ど
も
た
ち
。

原
総
務
課
長
は
、「
今
年
も
大
切
な
藤
の
花
を

持
っ
て
き
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う

黒
木
支
所
の
玄
関
に
飾
り
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

  

子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
藤
の
花
は
旧
黒
木
町

内
の
施
設
等
22
か
所
に
届
け
ら
れ
、
み
ん
な

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

き
れ
い
な
藤
を
あ
り
が
と
う

　

4
月
16
日
㈯
か
ら
黒
木
町
素
盞
嗚
神
社
周
辺
で
八
女
黒
木
大

藤
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
1
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
伸
び
た
紫

色
の
花
房
が
風
に
た
な
び
き
な
が
ら
、
境
内
に
柔
ら
か
く
甘
い
香

り
を
漂
わ
せ
、
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
福

岡
市
か
ら
見
物
に
来
た
橋
本
弾
さ
ん
は
、「
光
の
具
合
で
色
の
強

弱
が
つ
き
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
藤
の
独
特
の
柔
ら
か
い
香
り

も
素
敵
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
祭
り
は
5
月
初
旬
ま
で
行
わ
れ
、
期
間
中
は
物
産
展
や
大
藤
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、酒
蔵
開
放
な
ど
、様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
期
間
中
の
多
数
の
来
場
者
を
も
て
な
そ
う
と
、
黒
木
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
呼
び
か
け
で
黒
木
中
学
校
や
輝
翔
館
中
等
教
育

学
校
の
生
徒
た
ち
延
べ
３
０
０
人
あ
ま
り
が
会
場
の
清
掃
、
ご
み

拾
い
な
ど
を
行
い
、
祭
り
の
成
功
を
支
え
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月

23
日
㈯
か
ら
25
日
㈪
の
3
日
間
、
黒
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
の
方
々
に
よ
る
熊
本
地
震
に
対
す
る
義
援
金
の
募
金
活
動
も

行
わ
れ
、
多
く
の
来
訪
者
に
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
し
い
色
と
柔
ら
か
な
香
り
「
黒
木
大
藤
ま
つ
り
」

　

4
月
16
日
㈯
か
ら
5
月
5
日
㈷
ま
で
星
野

村
上
郷
地
区
で
開
催
さ
れ
た
ミ
ヤ
シ
ノ
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
ま
つ
り
。
山
一
面
に
咲
き
誇
る
約
５
０

０
０
本
の
筑
紫
し
ゃ
く
な
げ
が
多
く
の
見
物

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
山
口
県
宇
部
市
か
ら

家
族
で
訪
れ
た
井
上
誠
さ
ん
は
「
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
淡
く
柔
ら

か
な
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
色
彩
が
と
て
も
き
れ
い
で

癒
さ
れ
ま
す
」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
期
間
中
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る

好
評
の
「
だ
ご
汁
定
食
」
や
手
作
り
の
こ
ん

に
ゃ
く
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
漬
物
な
ど
、
農
産

加
工
品
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
来
訪
者
を
魅
了
し
た

「
ミ
ヤ
シ
ノ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ま
つ
り
」

　
4
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰
の
2
日

間
、
立
花
町
北
山
男
ノ
子
地
区
で

男
ノ
子
焼
の
里
れ
ん
げ
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
男
ノ
子
地
域

一
帯
の
田
ん
ぼ
に
咲
く
れ
ん
げ
を
眺

め
な
が
ら
、
男
ノ
子
焼
の
作
品
即
売

や
地
元
の
人
た
ち
に
よ
る
バ
ザ
ー
を

楽
し
み
、
の
ど
か
な
春
の
休
日
を
楽

し
み
ま
し
た
。

の
ど
か
な
春
の
休
日

「
男
ノ
子
焼
の
里
れ
ん
げ
ま

つ
り
」
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